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クラウド利用のバッテリー管理で
進化する次世代モビリティ

バイクを操る楽しさと移動の気軽さを兼ね備えた新しいタイプの立ち乗り電動スクーターX-SCOOTER LOM

● UBMCサービス

主な納入設備

遠隔でバッテリーの状態をモニタリングできる
機能に対応

管理者はPCからクラウドで複数台の
電動マイクロモビリティのバッテリーを監視

利用者はスマートフォンの専用アプリで、バッテリーの状態を1%刻みでリアルタイムに把握でき、
本体の電源ON・OFFや開錠も行える

環境意識の高まりからモビリティの電化が加速す

る一方で、その動力源であるバッテリーの不意な電

欠や故障などを把握し制御することがメーカーや

事業者にとっての大きな課題となっている。次世代

モビリティを製造・販売するglafit株式会社は、

2019年にパナソニックと共同で九州大学伊都キャン

パス内における電動バイクシェアリングの実証実験

を実施。実際の利用環境下で、バッテリーのログ

データを収集しながら、必要な機能やデータ収集

方法などの要件を洗い出し、新しいクラウド型バッ

テリーマネジメントシステムの導入が検討された。
※Universal Battery Management Cloud

その後、glafit社は2020年に発表した新モデル

GFR-02（電動バイク）とLOM（立ち乗り電動スクー

ター）で、パナソニックのUBMC※サービスの採用を決

めた。バッテリーからの出力ログをクラウドに転送し、

電池知見を盛り込んだAIにより収集したデータをク

ラウドで解析。電池状態の推定技術により、電動モビ

リティ全ての充電・放電状態を遠隔からリアルタイム

で把握することが可能に。利用者はこれまで4段階で

しか表示されなかったバッテリー残量を、スマート

フォンアプリ上で1%刻みで確認できるようになった。

パナソニックは、UBMCをあらゆる電動モビリティの

サービスプラットフォームにすることで、多くの人が電

動モビリティを楽しめる社会の実現をめざしている。

g l a f i t  マイクロモビリティ

／glafit株式会社
／2020年12月

事 業 主
サービス提供

九州大学伊都キャンパスでの実証実験

2019年7月から8カ月間、30台の電動バイクシェア
リング実証実験が実施された。
電動バイクの利用者がバッテリー残量を正確に
把握する必要性や、敷地内に散在する電動バイク
のバッテリー交換時期を遠隔からモニタリングす
ることの需要性が明らかになった。

データ

+
電池知見 AI

BMUからバッテリー
データを転送

AI推定結果を
表示

管理用PC

アプリ インターネット

UBMC
ユニバーサル・バッテリー
マネジメント・クラウド

BMU バッテリー
マネジメント・ユニット

glafit  マイクロモビリティ
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